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ま ち の

▼
連
休
も
あ
っ
て
普
段
よ
り
も
短

い
日
数
の
中
で
の
紙
面
づ
く
り
。

時
間
に
追
わ
れ
一
日
が
矢
の
ご
と

く
過
ぎ
て
い
き
ま
す
。

　

仕
事
に
時
間
を
費
や
し
て
し
ま

う
と
余
暇
を
有
効
に
使
お
う
と
思

う
あ
ま
り
夜
更
か
し
を
し
て
し
ま

い
、
次
の
休
日
に
は
朝
寝
坊
で
も

し
て
睡
眠
不
足
を
解
消
し
よ
う
と

思
う
の
で
す
が
、
休
み
が
来
る
と

何
故
か
い
つ
も
よ
り
も
早
く
目
覚

め
て
し
ま
う
そ
ん
な
循
環
か
ら
抜

け
出
せ
な
い
今
日
こ
の
頃
で
す
。
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▼
今
年
度
２
回
目
の
広
報
紙
を
発

行
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

取
材
な
ど
で
、
外
に
出
る
こ
と
も

多
く
、
あ
っ
と
い
う
間
の
１
カ
月

半
で
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
は
、

た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
と「
市

民
の
皆
さ
ん
の
力
は
、す
ご
い
な
」

と
い
つ
も
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

夏
に
向
け
て
も
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
取
材
に
行
っ

て
、
元
気
を
分
け
て
も
ら
お
う
と

思
い
ま
す
。�
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▼
暦
の
上
で
夏
が
始
ま
る「
立
夏
」

を
迎
え
、
花
の
色
よ
り
も
木
の
葉

の
緑
色
が
目
に
鮮
や
か
な
季
節
と

な
り
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が

開
催
さ
れ
、
取
材
に
出
か
け
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
取

材
に
い
く
た
び
に
新
し
い
高
梁
を

発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
人

と
の
ふ
れ
あ
い
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
市
内
の
い

ろ
い
ろ
な
行
事
に
参
加
し
て
人
と

ふ
れ
あ
い
、
新
し
い
発
見
を
し
て

み
ま
し
ょ
う
。�
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　高梁商工会議所と高梁学生応援協力会が、
吉備国際大学と短期大学部、順正高等看護専
門学校の新入生や留学生に贈る学生便利手帳
と生活支援物品の贈呈式が行われました。
　学生便利帳は、全88ページで市内の施設情
報、医療情報など、高梁市で生活するために
必要な情報を満載。生活支援物品は、洗剤や
文具などの日用品。入学式で留学生に贈られ
ました。

 4/
 14

学生生活に役立てて
� （順正学園）

　「歴史街道ウルトラマラニック」（吹屋歴史
街道マラニック実行委員会主催）が開催され、
全国各地から集まった約80人が、歴史ある町
並みを走りました。
　マラニックは、マラソンとピクニックを併
せたもので、タイムを競わず自分のペースで
自然や風景を楽しみながら走ります。
　ゴールの吹屋地区を目指し、最大75㌔の
コースを駆け抜けました。

 4/
 16 マラニックを楽しむ

（元市民会館～吹屋地区）

　江戸時代後期の神官で備中神楽の創始者、
西林國橋を顕彰する「國橋まつり大神楽大会」
（同大会実行委員会主催）が開かれ、県内有
数の神楽師14人が迫力のある舞いを披露しま
した。
　子ども神楽、神楽神事、開会式に続き、神
代神楽では「岩戸開き」「国譲り」「大

おろち

蛇退治」
の３編を上演。県内外から訪れた約1000人の
神楽ファンが舞いを堪能しました。

 4/
 24 國

こっ

橋
きょう

を顕彰する舞い
（日名交流館かぐら）

　15回目となる「清掃とマス釣り大会」（清
流を守る会主催）が開催され、市内外から集
まった約500人でにぎわいました。
　参加者は、集合場所の方谷の里ふれあいセ
ンターから、川沿いの清掃活動をしながら釣
り場へ移動。釣り場は川を仕切り、マスとア
マゴ計3500匹を放流。あちこちから歓声が上
がっていました。子ども向けのつかみ取り、
特産品販売コーナーも人気を集めていました。

 5/
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清流に「釣れたよ」の声
響く� （中井町佐伏川）

　ゴールデンウイークの恒例行事となってい
る「紙ひこうき大会」（ＮＰＯ法人夢風車うか
ん主催）が開催され、市内外から約100人の
子どもたちが参加しました。
　家族らの声援を受け、自分たちで作った紙
ひこうきを手に、それぞれのクラスに分かれ
て飛行距離を競いました。
　当日は餅つきや地元食材を利用したおこわ
などの販売も行われ、多くの家族連れでにぎ
わいました。

 5/
 5

爽やかな風に乗って
� （うかん常山公園）

　「第２回岩登り見学体験と体験講習会」（備
中高梁クライミング協会主催）が開催され、
市内外から約60人が参加しました。
　体験できる岩登りは、切り立った岩場を登
るリードクライミング（高さ10ｍ）と人工壁
に設定された60本のコースの２種類。初心者
向けから難易度の高い上級者向けまでさまざ
まあり、「完登」するたびに周りから歓声が上
がっていました。

 5/
 8

頑張って登ったよ
� （用瀬クライミング広場）


